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安安
心心
のの
生生
活活
実実
現現
めめ
ざざ
すす

１
月
２６
日
、
連
合
と
日
本
経
団
連
の
労
使
ト
ッ
プ
会
談
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
２
０

１
０
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
道
本
部
は
、
春
闘
討
論
集
会
後
、
青
年
部
、
各
地
本
別

の
討
論
集
会
を
経
て
、
本
部
第
１
３
９
回
中
央
委
員
会
で
意
見
反
映
。
最
終
的
に
２
月

３
日
の
道
本
部
中
央
委
員
会
で
方
針
決
定
す
る
。

連
合
は
、「
日
本
社
会
の
底

割
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
賃

金
水
準
の
低
下
を
阻
止
し
、

労
働
者
の
生
活
の
維
持
、
防

衛
に
取
り
組
む
」
と
し
て
、

�
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
確
保

�
非
正
規
労
働
者
を
含
む
全

労
働
者
の
待
遇
改
善
�
最
低

賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
�
雇

用
の
維
持
・
創
出
を
方
針
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。

対
す
る
経
営
側
は
、
定
期

昇
給
の
抑
制
、
凍
結
を
打
ち

出
し
、「
賃
金
よ
り
も
雇
用
を

優
先
し
た
協
議
」
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
姿
勢

に
対
し
て
、
す
べ
て
の
労
働

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

条
件
を
実
現
す
る
た
め
の
た

た
か
い
が
今
春
闘
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

討
論
集
会
で
方
針
討
議

道
本
部
は
、
１
月
８
～
９

日
に
開
い
た
春
闘
討
論
集
会

以
降
、
青
年
部
や
各
地
方
本

部
別
の
討
論
集
会
で
、
方
針

に
つ
い
て
の
意
見
を
も
ら

い
、
今
後
の
方
針
の
補
強
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
部
に
意
見
反
映

自
治
労
本
部
は
、
１
月
２８

～
２９
日
の
第
１
３
９
回
中
央

委
員
会
で
春
闘
方
針
を
議

論
。
道
本
部
は
、
�
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え

３
％
以
上
の
賃
上
げ
の
必
要

性
�
連
合
の
ベ
ア
要
求
見
送

り
方
針
に
対
し
て
、
組
合
員

の
生
活
実
感
と
の
乖
離
の
２

点
に
つ
い
て
意
見
反
映
し

た
。
今
後
は
、
２
月
３
日
の

道
本
部
第
１
１
１
回
中
央
委

員
会
で
最
終
的
な
た
た
か
う

方
針
を
決
定
す
る
。

日頃の思いをみんなで「団結ポスター」に書き、春闘をたたかい抜く決意を固めた

１
９
９
２
年
か
ら
参
議
院
議
員
と
し

て
３
期
１８
年
の
峰
崎
さ
ん
が
不
出
馬
と

な
り
、
後
継
者
に
藤
川
雅
司
さ
ん
が
決

ま
っ
た
。
道
本
部
は
第
１
１
１
回
中
央

委
員
会
で
推
せ
ん
決
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
藤
川
さ
ん
は
、
札
幌
市
職
副
委
員

長
、
札
幌
市
労
連
書
記
長
を
経
て
札
幌

市
議
会
議
員
に
な
っ
た
。
１
９
８
４
年

か
ら
２
年
間
道
本
部
青
年
部
で
副
部
長

を
担
っ
た
時
も
あ
る
。
そ
の
時
の
青
年

部
書
記
長
は
山
上
委
員
長
。
だ
か
ら
覚

え
て
い
る
人
も
い
る
は
ず
。
時
の
流
れ

は
２６
年
。
自
治
労
組
織
内
、
政
治
勢
力

の
拡
大
で
要
求
実
現
を
め
ざ
そ
う
。

青年部
１
月
１６
日
、１７
日
の
両
日
、

札
幌
市
・
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
２
０
１
０
国
民

春
闘
勝
利
！
自
治
労
北
海
道

本
部
青
年
部
春
闘
討
論
集
会

を
開
き
、
１
０
０
単
組
総
支

部
２
８
６
人
（
う
ち
女
性
６３

人
）
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
牧
野
青
年
部
長

は
、「
２
０
１
２
年
に
向
け
公

務
員
制
度
改
革
の
議
論
も
進

ん
で
い
る
。
今
ま
で
以
上

に
、
職
場
で
の
要
求
づ
く

り
、
当
局
と
の
交
渉
が
重

要
。
そ
う
し
た
運
動
が
で
き

る
組
織
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
が
必
要
。
本
集
会
で
の
仲

間
と
の
学
習
・
交
流
を
契
機

に
、
し
っ
か
り
と
職
場
か
ら

運
動
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
演
で
は
、
自
治
労
組
織

拡
大
オ
ル
グ
の
吉
田
さ
ん

が
、「
２
０
１
０
春
闘
と
非
正

規
雇
用
」
と
題
し
、
現
在
の

公
務
員
の
賃
金
制
度
や
決
定

の
し
く
み
、
公
務
員
制
度
改

革
の
方
向
性
、
組
織
化
の
重

要
性
な
ど
を
話
し
た
。

集
会
で
は
オ
キ
ナ
ワ
平
和

の
旅
の
参
加
報
告
も
行
っ

た
。分

散
会
で
は
、「
休
ん
で
も

自
分
の
仕
事
が
た
ま
る
だ

け
。
個
人
へ
の
負
担
が
増
し

て
い
る
」「
賃
金
が
足
り
な

い
。
役
場
の
賃
金
が
下
が
れ

ば
、
地
元
の
民
間
も
下
が
り

悪
循
環
だ
」
な
ど
の
声
が
出

さ
れ
た
。

２
日
目
は
、『
団
結
ポ
ス
タ

ー
』
の
作
成
を
行
い
、
全
単

組
・
総
支
部
で
し
っ
か
り
と

春
闘
を
た
た
か
い
抜
く
決
意

を
固
め
た
。

全
体
討
論
で
、「『
怒
り
の

ス
テ
ッ
カ
ー
行
動
』
を
交
渉

の
場
に
貼
り
出
し
、
自
分
た

ち
の
声
を
訴
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
実
感
し
た
」、「
多
く

の
仲
間
の
声
を
集
め
る
た

め
、
小
さ
な
職
場
単
位
で
班

会
議
を
つ
く
っ
た
」
な
ど
、

１１
本
の
発
言
が
あ
っ
た
。

牧
野
部
長
は
「
思
い
通
り

に
運
動
が
進
ま
な
い
が
、
仲

間
と
一
緒
に
悩
み
、
考
え
、

行
動
し
て
い
く
し
か
前
進
は

な
い
。
仲
間
の
気
持
ち
を
土

台
と
し
た
運
動
を
展
開
し
て

い
こ
う
！
」
と
集
約
し
た
。

仲
間
の
声
集
め

『
団
結
ポ
ス
タ
ー
』で
た
た
か
う

朔 風

１月２３日、民主党北海道定期

大会で、第２２回参議院議員選挙

推進案を決定したことを受け、

藤川雅司さん（現札幌市議・中

央区）の出馬会見を行なった。

藤川さん（札幌市職連出身）は

「峰崎参議には、札幌市職青年

部時代に学習会講師をお願いし

大変お世話になり今の活動に影

響している。選挙は１人ではで

きない。組合や地域のみなさん

の力を借りて全力で頑張る」と

力強く立起表明した。会見には

峰崎参議、三井代表も同席し

た。（道本部は、第１１１回中央委

員会で推せん決定の予定）

左から、三井代表、藤川さん、峰崎参議

藤
川
さ

ん「
全
力
で
頑
張
る
」

本号の紙面
JICHIRO スケジュール

２０１０年２月
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４日�木 道本部政治担当者・地区連合派遣者会議（札幌市）
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３月１９日まで受付中

◆パンフレットのご請求・お問い合わせは…

北海道ポールスターサービス�株保険部
〒０６０－０００４ 札幌市中央区北４条西６－２ 北海道自治会館７Ｆ

ＴＥＬ（０１１）２５１－０４６０ ＦＡＸ（０１１）２５１－０４６３

●引受保険会社：�株損害保険ジャパン札幌支店 営業第一課

●推薦団体

自治労北海道本部・北海道市町村職員共済組合

�北海道市町村職員福祉協会・北海道市町村職員年金者連盟

ゴルフシーズンは『安心の確保』から始まります！

万一の賠償事故やプレーヤーご自身のケガ、大切なゴルフ用品の盗

難などゴルフにも思わぬ危険がいっぱいです。団体ゴルファー保険の

ワイドな補償で安心ゴルフをお楽しみください。

もちろん、ホールインワン・アルバトロス達成時の祝賀費用もセッ

トされています。

しかも、保険料は団体割引適用で３０％オフと大変割安です。

●保険料（１年間）

・３千円・４千円・５千円・６千円・１万円の５タイプをご用意。

●申込締切日：平成２２年３月１９日�
※締切日以降のお申込はお取扱いできません。

●保険期間：平成２２年４月１日�から１年間

※この保険に加入できる方は�北海道市町村職員福祉協会の会員と

そのご家族です。

市町村共済加入自治体職員

ゴルファー保険
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JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ生活悪化が固定化
Ｑ８ 賃上げ要求額―３カ年Ｑ６ サービス残業について

Q９
「春闘の重点課題」で

あげられた課題は、「賃

上げ」「時 短・人 員 確

保」「独自削減」「社会保障」などの

上位４項目は変わらないが、「メン

タルヘルス・労働安全衛生」は今

年初めて項目を追加したが、３２．０

％で５番目に高くなった。職場の

切実さの反映であろう。

昨年との大きな違いと特徴は、

ほとんど全項目を通じて数値が下

がったことである。全体が下がっ

た中で唯一「独自削減への取り組

み」が昨年よりアップした。

道本部の２０１０国民春闘アンケートの調査結果がまとまった。すでに１

月８日～９日に開催した道本部春闘討論集会で報告し、各単組にも送付

済みだが、本号は特集で概要を紹介する。なお、詳しい報告書は、道本

部ホームページ→単組・組合員専用ページ→「総合研究室」に掲載して

いるので参照を。

回収状況は２４５単組・総支部中１８３単組・総支部（昨年は２４１単組・総

支部中１７４）、昨年より９単組増えた。組合員数では、全組合員５９，４０８人

中３３，０７１人（５５．７％、昨年より１．６％ダウン）。春闘の取り組みや組合運

動について記述式の意見は、１，２３８人から寄せられた。また今回はその

他に、各設問でも選択肢に「その他」の記述欄も増やしたが、この欄へ

の回答意見も１，２４８件にのぼった。各種の厳しい意見や建設的な提案が

寄せられており、今後の運動に具体的に役立てていく。 Q７
「未払い超勤」の原因

と対策について聞いて

みた。（今回初の設問）

この間、タダ働きをめぐって有

名な上場企業などが労働基準監督

署から労基法違反を指摘されて、

数十億単位の残業代を支払うこと

が相次いだりしてきたが、その一

方で自治体の中では、業務の判断

の曖昧さや予算ありきの現状の中

で、法律違反が公然とまかり通っ

ている「常識」があり、昨年の春

闘アンケートでは３６０時間以上の

ただ働きが５％を越えるという実

態まで明らかになった。

こうした点から、一つの回答選

択肢に限定できない職場の実態や

即効的な対策は難しいことは踏ま

えつつも、あえて特に何を重視し

ているか組合員の意見を集約して

みた。

結果はグラフの通りで、もっと

も多かったのは「予算」、次に「当

局責任」「職員の意識」と続き、「組

合対応」は４つの中ではもっとも

少なかった。

「予算確保」にしても「当局責

任の明確化」「職員の意識改革」

も、この間言われ、取り組まれて

きた課題であり、今後もねばり強

い取り組みが必要なのは言うまで

もない。他方で�今までの対応で

は生ぬるい、民間のように労基署

への告発を�という意見は少なか

った。「その他」の回答での記述で

は、「多少は仕方ない、民間でも同

様」「仕事・職場の問題というよ

り、個々人の能力の問題」という

意見も多く出された。

当局責任の追及や、まして外に

問題を提起する以前に、職場の中

でさまざまな実態や見方・意見の

違いがあり、タダ働きをなくす取

り組みも、力と気持ちの入ったも

のになりきっていない状況がかい

ま見えたといえないだろうか。ま

ずは、このあたりを職場の率直な

討論や交流にのせていく必要があ

る。

�２職場・労働実態（年休・超勤・未払い超勤と対策）

Q４
「年休の取得日数」は

前年との比較では極端

な変化は現れないが、

グラフＱ４は１９９８年からの変化を

追っており、長期的な変化が明ら

かである。「９日以下」しか取れて

いない組合員がジリジリ微増を続

け、昨年３年ぶりに過半数を超え

て今年は５３．５％に達した。「９日以

下」しか取れていない層が多いの

は、年代別では２０歳代（７３．２％）、

１０歳代（８５．７％）など若年層。職

種別では特に医療系（看護職７８．０

％、技術職６６．１％）、福祉系技術職

６３．１％となっている。

�１生活の変化・家計の状況

Q１
「生活の変化」は毎年

調査している。０７年か

ら０９年まで３年連続で

「生活が苦しくなった」（�非常に

苦しくなった＋�苦しくなったの

合計）が７割を超えていたが、今

回４年ぶりに７割を割り込んだ

（６８．３％）。しかし今回の結果を、

組合員の生活悪化が続いてきたこ

とにハドメがかかったと判断でき

るかはきわめて疑わしい。「楽にな

った」が「かなり」と「少し」を

合わせてもごくわずかしか増加し

ていず、「変わらない」が増えてい

る。「２～３年前」との比較という

設問設定なので、「昨年同様に生活

が苦しいことには変わりがない」

という層を含んでいることを考慮

すれば、むしろ�生活悪化の状態

が固定化・恒常化されている�と

捉えるべきだろう。

Ｑ９ ２０１０春闘の重点課題

職場環境
・労働実態…続く年休取得の減。超勤時間は微減し、「未払い

超勤」が大幅に減少。
生活実感

・家計状況…生活悪化が固定化、家計のやりくりは８年前と

激変。

Ｑ４ 年休取得の推移

Ｑ７―１ 不払い労働の原因と対策方向

Ｑ１ 生活の変化について

Ｑ７―２ 不払い労働の原因と対策―属性別

Ｑ８、９に現れた、要求額も求める重

点課題も低下という今回のアンケート結

果をどう見るかは、さらに議論が必要だ

が、単純なアキラメというより、民間賃

金や雇用も含めた社会全体の情勢の反映

であろう。

昨年の２００９春闘では、派遣切りや雇い

止めなどの雇用破壊、格差と貧困の拡大

の中で組織労働者もその役割や闘いを問

われた。少し前まで空前の利益を上げて

きた輸出関連の大企業は、モノのように

派遣・期間工を首切りする一方で「雇用

が厳しいから正社員も賃下げして原資を

作れ」と身勝手な主張をした。連合は

「雇用も賃上げも」とたたかったがその

結果は厳しく、０９人勧、特に大幅な一時

金の削減に反映された。

０９の確定闘争もこの扱いをめぐり、す

でに道内６割を越える自治体で行われて

いる独自削減との関連も大きな課題とし

て取り組まれた。こうした中でより現実

的な生活防衛への意識が強まるのは自然

であり、�多くを掲げるより、せめて独自

削減は何とかしてくれ�という組合員の

率直かつ悲痛な訴えと受け止めるべきで

あろう。

要求額が下がったから春闘・賃金への

意識が低下したと短絡的にとらえるべき

でなく、むしろそこまで押し込まれてい

る現実だからこそ、生活防衛のためのた

たかいを全体でしっかり強め合うことが

求められているといえる。

Q５
「年間の超勤」は、「５９

時間以下」（「全くしな

い」含む）が最も多く

（５５．６％）、次いで「６０～１１９時間」

の（２１．３％）。「１２０～１７９時間」（８．２

％）となっている。ここ数年似た

ような分布傾向ではあるが、グラ

フで分かるように超勤時間そのも

のは着実に低下傾向にある。

Q２
「苦しくなった影響」

は、８年ぶりに聞いて

みた。前回の２００２年と

の比較が図Ｑ２である。

結果は「趣味や習い事、レジャ

ー減」（２８．０％）、「こづかいや交際

費の減」（２６．８％）、「食生活切り詰

め」（２６．７％）が、数値もあまり違

いなく上位３つになった。続いて

「養育費や教育費の負担増」が２

割を超す高い数値を示し、「洋服な

ど買い控え」「借金増・貯金減」な

どが続いている。それにしても２０

０２年からの数値の跳ね上がりは大

きい。特に、「食生活切りつめ」「趣

味・レジャー」「こづかい・交際

費」などはもともと多かったが、

１０ポイント以上伸びている。「借金

増・貯蓄減」「養育・教育費」など

は増加はそれほどでもないがもと

もとが高い数値、「衣服買い控え」

「耐久消費財買い控え」「住宅購

入・改築」なども、２００２年に比べ

て大きく増えた項目である。

Ｑ５ 年間超勤時間

Ｑ２ 生活悪化の影響―２００２年との比較

Q１０
「春闘・賃金闘争強化

に重要なこと」も今回

初めての設問である。

なかなか反転攻勢といかない春

闘・賃金闘争の現状ではあるが、

「勧告制度なきあと」の主体的な

闘いを考えれば、今まで以上に民

間労組と一緒に春闘という労働者

の統一闘争に結集しながら、自ら

の交渉力・組織力・闘争力が問わ

れてくる。自治労はまず自らの、

「要求－交渉－妥結」という、当

たり前の闘争サイクルと闘いの確

立を全体の組織課題として取り組

んでいるが、組合員が率直に考え

る春闘・賃金闘争強化の課題を聞

いてみた。

結果はグラフのとおり。全体で

は、「単組の交渉力・組織力」４０．７

％、「道本部・地本の指導力」３６．３

％、「非正規労働者の底上げ」２８．２

％、「国民・住民へのアピール・理

解」２５．７％、「地域民間との連帯・

連合結集」２１．３％の順となった。Q６
はそのうちの「未払い

超勤（サービス残業）」

だが、「未払い超勤（サ

ービス残業）あり」は全体で５８．４

％と、大幅に低下した（昨年７１．６

％）。未払い超勤した時間が全体的

に下がっていることと合わせ、な

んと言っても「全くしない」が昨

年の１８．１％から今回は２８．７％と１０

ポイント以上増えたことが大きな

変化といえる。一方で、昨年急増

した「１５０時間以上」について

は、若干下がったもののやはり４．

７％という水準にある。

この変化を職種別に見てみる

と、「全くない」は、「事務系一般

職」２２．０％（昨年２０．２）、「技術系

一般職」２０．０％（昨年１７．９）、「技

能・労務職」４３．５％（昨年３４．９）、

「保健系技術職」２２．９％（昨年９．

９）、「福祉系技術職」１９．７％（昨年

６．５）、「医療系看護職」１０．３％（昨

年４．９）、「医療系技術職」２１．３％

（昨年１１．０）、「研究職」８．８％（昨

年０）、「海事職」１５．０％（昨年１５．

４）、「その他」２１．０％（昨年１３．４）

となっている。

つまり、「未払い超勤ゼロ」は、

職員数では多くを占める「事務

系」「技術系」含めた一般職でも増

えてはいるが２ポイント程度なの

に比べ、他の職種では急増してい

る。１年前と比べてなぜ急激に

「未払い超勤」が少なくなったの

か、アンケートからだけでは分析

できないが、各評議会や職場段階

を含めた検証が必要である。

Ｑ１０ 春闘強化のため重要なこと

�３春闘要求額と重点課題

Q８
「要求額」の中央値

は、昨年と比べると６１

７円ダウンして１０，４５８

円という数値となった。あまり以

前のものとは単純比較できない

が、「要求額」調査に戻した２００３年

以降で見ても最低額となり、前年

からの下げ幅も最も大きくなっ

た。前年からの変化では、特に

「０円」「５千円程度」の回答が増

えたことが特徴である。

２０１０春闘
の要求額と重点課題…要求額や求める課題が低下した中で、

特に「独自削減の停止を！」

Q３
「家計」の状況では、

「�毎月赤字」（２５．２％）

と「�時々赤字」（３０．１

％）を合わせた赤字家計の比率は

５５．３％。昨年よりは若干低下した

といえ、まだまだ厳しい家計状況

といえる。特に４０歳代以上の年代

は６割を超えている。

ichiro Dohonbu

���２０１０年２月１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９９２号
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２０００

「
貧
困
大
国
化
」な
ど
課
題
山
積

第９回
福祉集会

１
月
２３
日
、
道
本
部
は
自

治
労
会
館
で
第
９
回
福
祉
集

会
」
を
開
き
６７
単
組
・
総
支

部
・
団
体
、
１
７
９
人
（
う
ち

女
性
５０
人
）
が
参
加
し
た
。

政
権
交
代
実
現
以
降
も
、

労
働
市
場
の
二
極
化
や
社
会

保
障
抑
制
に
よ
る
、
非
正
規

雇
用
の
大
幅
な
拡
大
と
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
大
量
に
生
み

出
す
格
差
社
会
の
進
行
に
、

よ
う
や
く
歯
止
め
が
か
か
り

つ
つ
あ
る
も
の
の
、「
貧
困
」

層
の
滞
留
に
よ
る
貧
困
大
国

化
な
ど
早
急
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積

し
て
い
る
状
況
で
の
集
会
と

な
っ
た
。

冒
頭
、
道
本
部
社
会
福
祉

評
議
会
の
野
村
議
長
（
札
幌

市
職
連
）
は
、「
生
活
保
護
・

障
害
・
介
護
・
子
ど
も
な
ど
の

分
野
で
、
特
徴
的
な
課
題
と

職
場
に
現
れ
て
い
る
状
況
を

し
っ
か
り
と
出
し
合
い
、
自

治
労
全
体
の
課
題
と
し
て
解

決
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
道
本
部
・
杉
谷
副
委
員

長
は
、「
政
権
交
代
に
よ
り
政

策
要
求
か
ら
、
政
策
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
。
よ
り
よ
い
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
労
働
条

件
の
改
善
の
た
め
に
、
福
祉

集
会
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り

と
議
論
し
交
流
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

■
命
を
大
切
に
す
る
政
治
に

そ
の
後
、
山
崎
摩
耶
・
衆

議
院
議
員
が
「
北
海
道
の
社

会
保
障
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
山
崎
議
員

は
、「
民
主
党
政
権
で
は
、
予

算
編
成
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
と
重
点
政
策
を
シ
フ

ト
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
政
治
主

導
の
徹
底
と
、
予
算
編
成
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
化
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
い
の
ち
を
大
切

に
す
る
民
主
党
政
権
は
、
と

り
わ
け
医
療
と
介
護
は
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て
解
決
を

図
っ
て
い
く
」
と
、
決
意
も

含
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

■
声
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て

毎
日
新
聞
記
者
の
東
海
林

智
さ
ん
の
講
演
で
は
、「
名
ば

か
り
管
理
職
や
過
労
死
、
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
な
ど
雇
用

と
貧
困
の
現
場
で
取
材
を
し

て
い
く
と
、正
規
・
非
正
規
を

問
わ
ず
、
個
々
の
労
働
者
は

非
常
に
弱
く
、
雇
用
流
動
化

の
進
行
が
著
し
い
こ
と
を
実

感
す
る
」
と
述
べ
、「
や
は
り

声
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、

大
き
な
う
ね
り
と
し
て
経
営

者
団
体
や
、
行
政
や
国
に
意

見
反
映
し
て
い
く
し
か
な

い
。
自
治
労
も
、
さ
ら
に
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
未

組
織
労
働
者
を
組
織
化
し
、

意
見
を
集
約
し
て
よ
り
よ
い

社
会
を
作
る
た
め
に
、
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
」と
、期
待

を
こ
め
て
話
し
た
。

分
科
会
で
は
、
分
野
別
に

課
題
を
掘
り
下
げ
て
討
論
も

行
っ
た
。

【
後
志
地
本
】
岩
内
町
に
あ

る
ニ
セ
コ
い
わ
な
い
ス
キ
ー

場
は
、
２
０
０
１
年
に
経
営

悪
化
な
ど
を
理
由
に
民
間
事

業
者
が
撤
退
し
た
。

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

何
と
か
し
て
ス
キ
ー
場
を
残

し
た
い
」と
次
の
年
、地
元
の

体
育
協
会
な
ど
か
ら
な
る
団

体
が
運
営
を
引
き
継
い
だ
。

そ
の
後
、
町
が
赤
字
の
補
て

ん
を
す
る
な
ど
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
運
営
が
開
始
し
て

今
年
で
８
年
目
と
な
る
。
２

０
０
６
年
に
、
遊
休
ゲ
レ
ン

デ
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、

圧
雪
車
に
乗
っ
て
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
を
滑
走
で
き
る
「
キ

ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
」
を
開
始
。

こ
の
企
画
が
当
た
り
、
今
ま

で
地
元
中
心
の
ス
キ
ー
場
に

道
内
外
か
ら
人
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
各
種

大
会
の
開
催
、
本
州
の
修
学

旅
行
生
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
、
民
と
官
が
連
携

し
な
が
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

ス
キ
ー
場
へ
と
成
長
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
経
営
も
改

善
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
岩
内
町

職
労
青
年
女
性
部
で
も
、「
自

分
た
ち
も
地
域
の
力
に
な
り

た
い
」
と
４
年
前
に
「
か
ま

く
ら
カ
フ
ェ
」
を
企
画
。

青
年
は
、
ス
キ
ー
場
ス
タ

ッ
フ
と
共
同
で
、
大
き
な
か

ま
く
ら
２
基
（
高
さ
２
・
５

メ
ー
ト
ル
、
広
さ
４
畳
半
ほ

ど
）
と
雪
の
滑
り
台
を
作

成
。
女
性
は
、
振
る
舞
い
用

の
温
か
い
飲
み
物
づ
く
り
。

１
月
１４
日
は
、
コ
コ
ア
と
ホ

ッ
ト
ミ
ル
ク
４
０
０
杯
分
を

大
鍋
で
用
意
。
開
始
時
間
の

１０
時
に
は
、
鍋
の
前
に
親
子

の
ス
キ
ー
客
ら
が
長
蛇
の
列

を
つ
く
っ
た
。

子
ど
も
達
は
、
飲
物
と
一

緒
に
配
ら
れ
た
ド
ー
ナ
ツ
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
か
ま
く

ら
で
食
べ
る
と
お
い
し
い

ね
」
と
笑
顔
で
こ
た
え
て
く

れ
た
。
一
方
、
雪
の
滑
り
台

も
大
盛
況
。
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ

で
滑
る
と
あ
っ
て
、
ス
ピ
ー

ド
も
ソ
リ
よ
り
速
く
、
回
転

も
す
る
の
で
ス
リ
ル
満
点
。

途
中
ジ
ャ
ン
プ
も
あ
り
、
子

ど
も
達
は
大
興
奮
。
何
度
も

挑
戦
す
る
子
ど
も
た
ち
で
賑

わ
っ
た
。
企
画
し
た
青
年
女

性
部
や
参
加
し
た
若
手
職
員

は
、「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん

で
く
れ
て
良
か
っ
た
。
来
年

も
ま
た
色
々
企
画
し
た
い
」

と
満
足
げ
に
話
し
て
い
た
。

（
岩
内
町
職
労
教
宣
部
長
・

玉
田

希
）

職職
場場
だだ
よよ
りり

「
か
ま
く
ら
カ
フ
ェ
」で
地
域
と
交
流

政
権
交
代
で
政
策
の
実
現
へ

講師の話を熱心に聞く参加者＝１月２３日、自治労会館

山崎衆議院議員

東海林 智さん

機
関
紙
「
自
治
労
北
海

道
」
は
自
治
労
道
本
部
発
足

の
１
９
６
２
年
、『
全
道
庁
』

の
通
号
を
引
き
つ
い
で
、
第

４
７
２
号
を
も
っ
て
創
刊
し

た
こ
と
は
す
で
に
お
伝
え
し

て
い
る
。
当
時
か
ら
の
機
関

紙
を
縮
刷
版
に
し
、
こ
れ
ま

で
に
１９
分
冊
を
発
行
。
初
め

て
縮
刷
版
が
発
行
さ
れ
た
の

は
１
９
７
７
年
９
月
。
１
９

６
２
年
か
ら
１
９
６
８
年
の

６
年
分
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ
れ
以
降
「
３
年
分
」
ま
た

は
「
１
年
分
」に
ま
と
め
る
な

ど
試
行
錯
誤
の
上
、
扱
い
や

す
さ
を
重
視
し
て
「
２
年
分
」

を
ま
と
め
て
発
行
す
る
こ
と

で
落
ち
着
い
て
い
る
。
現
在

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
０
９

年
分
の
２０
分
冊
を
作
成
中
。

ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い

る
機
関
紙
だ
が
、
時
を
経
て

縮
刷
版
を
見
る
と
重
要
な
た

た
か
い
の
記
録
が
記
さ
れ
て

お
り
、
一
度
目
を
通
す
と
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

だ
。
道
本
部
内
で
も
、
役
職

員
が
何
か
を
調
べ
た
い
時
、

縮
刷
版
を
手
に
し
て
、
そ
の

内
、
調
べ
て
い
る
内
容
以
外

の
項
目
に
見
入
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
た
び
た
び
だ
。
ま

た
、
単
組
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
で
「
記
念
誌
を
作
り
た
い

が
、
○
年
頃
の
縮
刷
版
が
な

い
の
で
貸
し
て
ほ
し
い
」
と

の
連
絡
が
あ
る
。

２
０
０
０
号
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
自
治
労
北
海
道

の
歴
史
を
記
し
残
す
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
す
る
。

４
年
前
か
ら
青
年
女
性
部
で
企
画
し
た

大
き
な
「
か
ま
く
ら
カ
フ
ェ
」は
好
評

第
１
７
４
通
常
国
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
前
政
権
の
負
の
遺
産
に
対
処
し
、

経
済
状
況
の
改
善
と
国
民
生
活
の
安
心

を
は
か
る
た
め
、
早
期
の
補
正
予
算
・

本
予
算
・
関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
が
第
一
で
す
。
国
民
の
政
治
に
対
す

る
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
党
と
し
て
も

最
大
限
の
努
力
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
治
労
協
力
国
会
議
員
団
一
同
改

め
て
そ
の
責
務
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

現
政
権
下
の
自
治
労
課
題
で
あ
る
地
方

分
権（
地
域
主
権
）、公
務
員
の
基
本
権

回
復
、消
防
職
員
の
団
結
権
問
題
な
ど

は
、
政
権
交
代
に
よ
り
実
現
性
が
強
く

な
っ
た
。
ま
た
、
自
治
労
政
策
課
題
の

柱
で
あ
る
社
会
保
障
の
充
実
、
地
方

活
性
化
、
雇
用
の
安
定
な
ど
、
実
現

へ
向
け
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
所
属
環

境
委
員
会
も
今
後
の
日
本
の
あ
り
さ
ま

が
問
わ
れ
る
課
題
が
山
積
で
す
。
現

場
、
地
域
、
当
事
者
と
の
連
携
を
強
め

ま
す
。

（
１
月
２５
日

東
京
に
て
）

開
始
時
間
に
は
コ
コ
ア
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

に
長
蛇
の
列
が
で
き
た 政

権
交
代
で
課
題
が
実
現
可
能
に

現場の声を政権に届けたい

彼
の
名
は
櫛
部

浩
二
。
道
本
部
賃

金
労
働
部
長
。
組

合
員
の
賃
金
闘
争

の
舵
取
り
は
彼
の

手
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

彼
は
全
精
力
を
注
い
で
情
報

収
集
を
し
、分
析
を
し
、取
り

組
み
方
針
を
組
み
立
て
る
。

深
い
た
め
息
も
つ
く
。
ぼ
や

き
も
出
る
。
し
か
し
そ
れ
は

彼
が
の
っ
て
い
る
証
拠
。
例

え
れ
ば
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
と

排
気
ガ
ス
の
よ
う
な
も
の

だ
。
彼
は
い
つ
も
昼
に
パ
ン

を
食
べ
て
い
る
。
毎
日
毎
日

パ
ン
を
食
べ
て
い
る
。「
パ
ン

好
き
な
ん
で
す
ね
」
と
聞
く

と
「
好
き
じ
ゃ
な
い
で
す
よ

ぅ
」と
言
う
。そ
れ
で
も
毎
日

毎
日
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
。

「
や
っ
ぱ
り
好
き
な
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」と
言
う
と「
好

き
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ぅ
」
と

言
う
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

質
問
す
る
と
懇
切
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
る
櫛
部
さ

ん
。
全
身
全
霊
こ
め
て
作
っ

た
方
針
を
た
っ
ぷ
り
と
時
間

を
か
け
て
説
明
し
た
の
に
、

委
員
長
に「
櫛
ち
ゃ
ん
、わ
か

り
づ
ら
い
わ
」
と
た
っ
た
一

言
で
却
下
さ
れ
、
文
句
も
言

わ
ず
作
り
直
す
櫛
部
さ
ん
。

彼
の
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
ま
ず
は
物
マ
ネ
か
ら
始

め
る
か
。

（
上
島
で
ご
ざ
い
ま
す
）

●
自
治
労
組
織
内
参
議
院

比
例
代
表
予
定
候
補

と
も
に
先
へ
、先
へ
。

え
さ
き
た
か
し
１９５６年福岡県生まれ、７９年に旧三橋町（現柳川
市）に入職。０７年に自治労本部執行委員（労働
局長）、現在「公務員制度改革」担当特別執行委員

プロフィール

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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